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今回から『⾶騨びとリレーメッセージ』と題して、⾶騨と関わり合いのある⽅々にインタビューします。
このコーナーでは⾶騨地域内外において⾶騨と関わり合いのある多様な分野、地域、年代の皆様⽅とのお話

を通じて、⾶騨地域における「みち」や「交通」への今後の期待や課題などをお聞きし、現状の改善や新たな
サービス、ネットワーク整備に向けた検討などに活かしていきたいと考えています。お楽しみに！！

・30年、50年先を⾒据えて考えると、外国としっかり交流していくこと
が必要。⾶騨地域が世界からの交流・連携の対象となるには「存在感」
が必要不可⽋。⾶騨、⾼⼭が少しばかり知名度があっても、
「マチュピチュ」のように世界に知られる場所にはとうてい及ばない。

・存在感につながる資源はこの⾶騨地域には無数にある。⾃然、⽂化等の
資源をしっかりと情報発信することで「存在感」を形成し、その存在感
が⼈の関⼼につながり、⼈の関⼼が⾏動につながり、交流に⾄る。

・世界を⾒据えアジア⼤陸と⽶国⼤陸を結ぶ⽇本海と太平洋の交流の軸、
東の関東と⻄の関⻄を結ぶ交流の軸の交点、⼈の動き、物の動き、情報
の動きの中⼼地「⼗字路」に、⾶騨地域をしていくことが重要。

・そのためには、⼈・物・情報の流れが円滑であることがきわめて重要で
あり、みち、道路、そしてそれを活⽤する物流、公共交通、こういった
交通の充実はこの⾶騨地域、⾼⼭には必要不可⽋。今後とも30年50年
の将来を⾒据え、安全、安⼼で早く確実に移動・交流できる道路の整備
に⼒を⼊れていきたい。

皆様明けましておめでとうございます。2018年となりました、今年も
よろしくお願いいたします。
新年のご挨拶にあたり、事務所⻑としての⾼⼭国道事務所の仕事、活

動への想いについて、以下３点、お伝えさせていただければ幸いです。

この年末年始は、ある程度の降雪で２シーズンぶりに年末のスキーが
可能となる⼀⽅で、激しい雪に⾒舞われることなく、⽐較的落ち着いた
冬を過ごすことが出来ました。しかしながら、ちょうど１年前には、
⼀⽇の降雪量が80㎝を超えるゲリラ豪雪とも呼べるような事象も発⽣し
ています。常に災害、事故への危機感を忘れずに過ごしていきたいと思
います。
また、我々の仕事は、地域にお住まいの皆様や関係機関、そして建設

会社、コンサルタント会社等協⼒企業の皆様のご協⼒、そして⼤きな意
味で国のインフラ投資予算を確保する事へのご理解なしには⼀歩も動く
ことができません。ご⽀援、ご協⼒頂く皆様⽅への感謝を忘れずに、職
務を遂⾏してまいりたいと思います。
更に、我々の仕事である道路は「使ってもらってなんぼ」です。地域

がよりよくなるように使って頂くことを思い浮かべながら仕事を進める
ことが必要であり、⾔い換えれば地域への想い、愛情が不可⽋です。常
に⾶騨地域への愛情を胸に仕事を進めてまいりたいと思います。
最後に、報道によると早ければ今年中にも新しい元号が発表されるよ

うです。「平成」の節⽬の年、⾼⼭国道事務所としても節⽬の年となる
よう頑張っていきたいと思いますし、皆様にとっても節⽬の良い年とな
りますことご祈念申し上げます。

「常に危機感を」「常に感謝を」「常に愛情を」



12月20日（水）県立飛騨高山高等学校にて行われた開始式の様子

代表者による決意表明

私たちは普段地域
の方々に支えられて
学校生活を送れてい
ます。なので、私たち
にできる精一杯の雪
またじ運動を行い、
地域の方が安心・安
全に生活していける
ように取り組みさせて
頂きます。

雪またじのデモンストレーション

モニター委嘱状の交付

「雪またじ」とは、飛騨の方言で「雪を片付ける」という意味です。
「歩道の雪またじ運動」とは、平成２１年の飛騨高山高校の生徒との懇談会で、「歩道にスコップがあれ
ば、困った時に誰でも自由に雪掻きが行える」との発案を受け、歩道に誰もが使える除雪用のスコップを
設置し、歩道利用者の方々に除雪をご協力いただく運動です。

飛騨高山高等学校の生徒の方々には、この取組をとおして積極的に歩道除雪を行っていただくとともに、
スコップや施設の異状発見時の報告、活動の感想などを寄せていただいております。

スコップ提供者 ： 高 山 ラ イ オ ン ズ ク ラ ブ
保管設備提供者 ： 一般社団法人 飛騨三協防災対策協議会
メイン ・モニター ： 岐阜県立飛騨高山高等学校ＭＳリーダーズ

赤いコーンが目印です。
今年も皆様の善意の
ひと掻きをお願いします！



．。*○ 谷・中山区の皆様 ありがとうございました！○*。．

事前通行規制時の車両滞留の様子

国道41号飛騨市神岡町中山（219.6kp付近）

☆支援活動内容☆

高山国道事務所の事前通行規制
区間「吉ヶ原」以北と、富山河川国
道事務所の事前通行規制区間「猪
谷」以南に挟まれた約５．３ｋｍ区間
に孤立した道路利用者（富山方面
へ向かう車両）に対し、公民館を開
放し、トイレ利用や炊き出しによる
支援活動を実施して頂きました。

今回、道路利用者に対する献身
的な支援活動に感謝の意を表し、
高山国道事務所長及び富山河川国
道事務所長より感謝状を贈呈いた
しました。

☆「事前通行規制」とは・・・

大雨や台風による土砂崩れや落石等
の恐れがある箇所について、過去の記
録などを元にそれぞれ規制の基準等を
定め、災害が発生する前に「通行止」な
どの規制を実施し、道路を利用する

皆様の安全を確保します。

感謝状贈呈の様子

☆平岩区長のコメント

道路利用者の皆さ
んが困っていると聞
いて、地域として支援
をさせて頂いた。

困っているときはお
互い様であり、これか
らも出来ることは続け
ていきたい。

【背景】

平成２９年１０月２３日、台風２１号の降雨により、国道４１号
において、高山国道事務所が管理する 「吉ヶ原」（よしがはら）

と北陸地方整備局富山河川国道事務所が管理する「猪谷」
（いのたに）の両方が規制基準雨量を超えたため、道路利用
者の安全確保の観点から事前通行規制を実施いたしました。
この規制により、迂回路の無いこの区間で車両の「孤立状態」
となった時間は９時間以上にも及びました。



事務所ホームページ TOP画⾯

当事務所も、昨年末に ”Twitter“ を開設しました。中部縦貫⾃動⾞道、国道４１号の道路利⽤
者の安⼼・安全につながる情報を提供していきます。よろしくお願いします。
また、詳細な道路情報が分かる『ひだ道ガイド 』も、ぜひご利⽤ください。

https://twitter.com/mlit_takayama
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＜運転の際の注意点＞
○お車の場合

慌てずにワイパーでくもりをとり、エアコン（デフロスタ）や側面窓ガラスを
開けるなど外気との温度差を小さくすることで、くもりは徐々になくなります。

○自動二輪車の場合
トンネル進入時は安全な速度と余裕ある車間距離の確保をお願いします。
また、走行前に市販されている「くもり止め剤」をシールド部分に塗っておく
ことをお勧めします。

「冬のドライブなび中部」では各種の道路情報を発信中！！

降雪状況、路面状態、気象情報などお出かけ前にチェック!!

冬の飛騨路を安全・関心・快適なドライブを！！

ニーズに応じて各種情報を確認して下さい

①道路規制情報 ②地域別道路情報 ③ライブカメラ映像

・飛騨地域、美濃地域、１号鈴鹿峠、名阪国道、富士山周辺、御殿場周辺、長野県南部地域

④積雪・凍結情報 ⑤気象情報 ⑥冬装備の備え ⑦雪道の運転ﾃｸﾆｯｸ

※インターネットで「冬のドライブなび中部」で検索していただければご利用できます。

冬の飛騨路は、路面が滑りやすくなるなど悪条件が重なります。
通行時は、車間距離を十分とって慎重な運転を心がけて下さい。

雨の日や寒い日にトンネルを走行すると、急にフロントガラスやヘルメットの
シールド等が「くもる」場合があります。
これは、走行中に冷えたフロントガラスやヘルメットのシールド等が、トンネル

内の暖かい空気に触れることによって生じる結露と考えられます。




